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松原 幹 (京都大･壷長研 ･生態政情)
動物の繁殖行動による採食時間やエネルギー摂取
-の影響について､本年は直接的な繁殖･採食競合者
が少ない高l樹立オスを対象に1日の時間配分について
検討した｡発情期前半9月から10月の7日間､鹿児
島県屋久島西部地域に生月するヤクシマザルの野生群
3群のオス5頭を対象に終日個体追跡法を用いて調査
した)9月から10月に時期が移行するにつれ､1日の
採食時間割合(range.･30.3-54.4%)の減少と移動時
間割合･(range:15.2-37.g%)･マウンティングシリー
ズ時間割合(range.･0-9.醜)の増加傾向が観察され
た｡また､9月中は堅果食が採食時間の大半を占め､
堅果1品日を1時間以上に及ぶ採食が観察されたJ採
食時間の減少の原因は､メスの発情が 10月にピー ク
を迎え､オスが無宿行動に時間を使うためと､長時間
の採食で効率よく栄養摂取ができる堅異の結実丑の減
少が影響していると考えられるoこの点に関しては堅
果の結実畳の季節的変化と採食行動の調査が必要であ
る｡今回の観察は対象個体の数､観察日数が少ないの
で､平成 1()年度は観察時間を増やすと共に､ヤクシ
マザルのオスの交尾様式の年齢･順位による違いにつ
いて調査を行い､オスの繁殖戦略がそのオス自身の採
食戦略に与える影響について考察を行う予定であるO
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